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い要介護高齢者 2655 名（平均年齢：85.6 ± 8.3 歳）である．本人または代諾者に研究要旨を説明
したにもかかわらず，研究に参加の同意が得られなかった者，認知機能の低下により口腔内の状況
確認が困難であった者は除外した．この中で，2009 年 8 月もしくは 9 月から，6 ヶ月間エンドポイ
ントの追跡ができた者 1785 名(男性 335 名：平均年齢 81.2 ± 9.2 歳，女性 1450 名：平均年齢 87.7 
± 7.7 歳)を，最終的な解析対象とした．いずれの施設においても，測定方法に対して十分キャリブ
レーションを受けた歯科衛生士が月に 1度以上訪問し，介護職員に口腔のケアの指導を行っている． 


















 解析対象者 1785 名中，調査期間中に肺炎を発症した者は，74 名（平均年齢 87.4 ± 7.0 歳），イ





 単変量解析で有意な関連を示した因子を Cox 比例ハザード解析に投入して多変量解析を行った
結果，肺炎発症との間に関連を示したのは，栄養状態（p<0.01，ハザード比[HR]: 2.58，95%信頼
区間[CI]: 1.49-4.58），摂食嚥下機能（嚥下障害の有無）（p<0.05，HR: 2.02，95%CI: 1.16-3.52）で
あった．インフルエンザ発症との間に有意な関連を示したのは，口腔乾燥の有無（p<0.01，HR: 3.62，



























要介護高齢者 2655 名（平均年齢：85.6 ± 8.3 歳）である．研究に参加の同意が得られなかった
者，認知機能の低下により口腔内の状況確認が困難であった者は除外した．このなかで，2009 年
8 月もしくは 9 月から，6 ヶ月間エンドポイントの追跡ができた者 1785 名(男性 335 名：平均年
齢 81.2 ± 9.2 歳，女性 1450 名：平均年齢 87.7 ± 7.7 歳)を，最終的な解析対象とした．いずれ
の施設においても，測定方法に対して十分キャリブレーションを受けた歯科衛生士が月に 1 度
以上訪問し，介護職員に口腔ケアの指導を行っている． 
対象者に対し，2009 年 8 月から 9 月の間に，本研究方法に関してキャリブレーションを行っ
た歯科医師および歯科衛生士が,口腔アセスメント票を用いてベースラインの評価を行った．本
研究の主要エンドポイントは，6 ヶ月間の追跡期間中の肺炎とインフルエンザの発症である．対
象者の状況は，日常生活動作（ADL），栄養状態(BMI)により評価した．調査項目は，口腔内環境
および摂食嚥下機能を評価し，調査開始 4 ヶ月前にさかのぼり，肺炎球菌ワクチンおよびイン
フルエンザワクチンの接種の有無とした． 
統計学的検討は，2群間の有意差の検定には，t検定，Wilcoxon検定，またはKaplan-Meier
法（Log-rank検定）で単変量解析を行い，有意な関連（p<0.05）が示された因子については，
Cox比例ハザード解析に投入して発症時期を加味した多変量解析を行った．  
その結果，本調査期間中に肺炎を発症した者は74名（解析対象者の4.1％），インフルエンザを発症した
者は28名（解析対象者の1.6%）であった．施設入所要介護高齢者における肺炎発症の有意なリスク因子と
して，嚥下障害，低栄養が同定され，さらに，インフルエンザ発症の有意なリスク因子として，口腔乾燥
と口臭が同定された．  
本研究により，施設入所者においては，高齢者に多いとされる誤嚥性肺炎に対し，嚥下障害に対応
し低栄養の改善の必要性を示唆している．また，口腔乾燥を防ぎ，口腔内の湿潤状態を保つことがイ
ンフルエンザ発症の予防につながり，季節特異性のある疾患において重要な点と考えられた．発症頻
度がそれ程高くない疾病において，大規模前向きコホート研究という研究デザイン上の優位性があ
り，論文として高く評価できる．よって，審査委員会は本論文に博士（歯学）の学位論文としての価
値を認める． 
